




























































要員 と現状分析 と、保健医療面の支援の必要性 と可
能性について協議、発災後6カ月までの急性期の支
援計画を策定、さらに6カ月～12か月の中期、お
よび12カ月以降の長期支援計画の可能性を検討 し
た。急性期の支援計画 として、連盟が有するBHC―
ERUを活用 した保健医療システム支援事業とMRCS
ボランティアを活用する地域 レベルの伝染病予防を
中心とした保健衛生支援事業との2つの支援計画を
策定 した。保健医療システム支援計画はMRCS社
長のMRCSは医療救援には係わらない との方針の
ため、実現に至らなかつたが、保健衛生支援計画は
5月23日にMRCSの承認を得 られ、5月30日
に第 1回の研修会を開催する予定である。外国人の
活動は制限されてお り、FACTが被災地の調査をす
ることができなかつたので、MRCS職員やボランテ
ィアが我々の目であり、耳であつたといえる。 さら
に、実際の救援活動も直接行えず、足も手もMRCS
に依存 していた。唯一、支援計画の作成で頭を使つ
たことが評価に値する活動 といえよう。
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